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お
知
ら
せ

☆
同
和
問
題
学
習
会
（
隣
保
館
）

　

１
月
17
日（
火
）
午
後
２
時
〜

　

問
い
合
わ
せ
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第
５
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」応
募
作
品　

〜

☆
黄
色
い
旗
見
守
る
心
皆
が
待
つ 

☆
悪
口
を
言
わ
な
い
君
に
金
メ
ダ
ル

国
東
町　
　

松　

本　

隆　

子

安
岐
町　
　

堀　
　
　

杏　

吏

　

12
月
３
日（
土
）、
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
武
蔵
部

会
で
は
地
域
に
密
着
し
た
取
り
組
み
を
め
ざ
し

て
、「
心
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
て
第
10
回
国
東
市
武
蔵
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
武
蔵
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。
開
会
行
事
の
後
、
小
・
中
学
生
に
よ
る
人
権

作
文
の
朗
読
、
英
語
弁
論
（
題
：
キ
ン
グ
牧
師
）、

人
権
ふ
れ
あ
い
行
事
の
発
表
、
秀
渓
園
の
発
表
、

続
い
て
学
習
発
表
会
に
入
り
、
む
さ
し
こ
ど
も
園
、

武
渓
保
育
所
、
武
蔵
東
小
学
校
、
武
蔵
西
小
学
校
、

武
蔵
中
学
校
、
コ
ー
ロ
・
ア
ザ
レ
ア
（
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
）
が
発
表
し
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
人
権
ふ
れ
あ
い
行
事
と
秀
渓
園
に

つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
10
回
武
蔵
町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

・
・
・
・
人
が
集
う
と
こ
ろ
に
人
権
有
り
・
・
・
・

■
人
権
ふ
れ
あ
い
行
事

　

今
市
区
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
供
養
盆
踊
り
、
防

災
訓
練
、
敬
老
会
、
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
奉
納
相
撲
、

地
区
人
権
学
習
会
。

　

手
野
区
は
、
清
掃
作
業
、
供
養
盆
踊
り
、
防
災

訓
練
、
敬
老
会
、
歩
こ
う
会
、
地
区
人
権
学
習
会
。

　　

二
人
の
発
表
者
が
写
真
な
ど
を
使
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
様
子
を
説
明
し
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
の
自
分

の
思
い
も
加
え
な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。
両
区
が

行
事
を
通
し
て
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
・
ふ
れ

あ
い
」「
命
」「
健
康
」
「
人
と
自
然
環
境
」
な
ど

を
と
て
も
大
切
に
し
な
が
ら
行
事
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
市
区
や
手
野
区
の
よ
う
に
、
他
地
区
も
い
ろ

い
ろ
な
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
行
事
に
は

区
民
の
方
が
多
く
集
い
ま
す
。
人
権
の
ま
ち
づ
く

り
武
蔵
部
会
は
、「
人
が
集
う
と
こ
ろ
に
人
権
有

り
」
を
基
本
に
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
つ

ま
り
「
集
っ
て
き
た
人
全
員
が
安
寧
に
、
気
持
ち

よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
気
持
ち

よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
こ
と

が
人
権
の
大
事
な
一
つ
の
視

点
で
、
そ
れ
を
配
慮
す
る
こ

と
が
「
人
権
を
守
っ
て
い

る
」
と
い
う
考
え
で
す
。

　

■
武
蔵
町
手
野
に
あ
る
秀

渓
園
は
、
「
障
が
い
が

あ
る
た
め
に
一
般
企
業

で
の
就
労
が
困
難
な
方

に
、
働
く
場
を
提
供
し

て
い
る
通
所
の
事
業

所
」
で
す
。
大
き
な
事

業
は
就
労
支
援
事
業
、

相
談
支
援
事
業
、
共
同
生
活
援
助
事
業
、
居
宅
介

護
事
業
、
日
中
一
時
支
援
事
業
の
５
つ
で
す
。
私

が
以
前
研
修
で
お
伺
い
し
た
と
き
は
小
ネ
ギ
や
椎

茸
栽
培
な
ど
の
就
労
支
援
と
相
談
支
援
が
主
で

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
厳
し
い
社

会
情
勢
の
中
で
、
障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
に
就
労

支
援
だ
け
で
な
く
生
活
全
般
に
渡
り
、
ま
た
家
族

ま
で
を
含
め
た
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
支
援
を
き
め
細

か
く
行
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

画
面
に
映
し
出
さ
れ
た
働
く
姿
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
姿
、
武
蔵
西
小
学

校
と
の
交
流
の
場
面
な
ど
、
皆
さ
ん
の
表
情
は
生

き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
各
種
事
業
が

あ
っ
て
の
も
の
で
し
た
。
「
私
た
ち
が
で
き
る
支

援
は
何
か
」
を
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

（
文
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：
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